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NPO 法人 Learning for All と連携した若者の居場所づくり事業の拡充について 

 

 現在、大原・成増生涯学習センターの「ⅰ-ｙｏｕｔｈ」で展開している、若者の居場所

づくり事業については、平成２８年１０月１日の社会教育会館から生涯学習センターへのリ

ニューアルより開始し、約５年目を迎えるところである。 

 その「ⅰ-ｙｏｕｔｈ」の機能をより充実させるため、このたび、子どもの貧困の本質的

解決に向けた活動をしている「NPO 法人 Learning for All（以下「ＬＦＡ」という。）」と事

業連携を行うこととなった。 

 

１ ＬＦＡ（代表理事 李 炯植 氏）の概要 

 子どもの貧困に対する本質的解決を目的に活動している NPO 法人であり、居場所支援事

業、ナレッジ展開事業（子ども支援を行う団体への研修や教材提供）を主に行っている。 

 板橋区においても、成増フレンドでの不登校支援等で連携している他、埼玉県戸田市、茨

城県つくば市、葛飾区などの自治体でも活動実績を持つ。    

 

２ 連携の目的 

 ⅰ-ｙｏｕｔｈでは社会教育指導員が中心となり、各種の事業・話し相手・悩み相談などを

通じて若者に関わっているが、年間３万人を超える（令和元年度実績）利用者に行う社会教

育の内容や、難しい成育背景により対応に配慮が必要な利用者への適切な支援など、ⅰ-ｙ

ｏｕｔｈの機能拡充が求められている。 

 この機能拡充を、当該施設に有益なノウハウを持っている団体と連携し、よりスピーディ

ーに行うことで、幅広い利用者のニーズに対応することを目的とする。 

 

３ ＬＦＡが行う具体的な事業内容 

 大原生涯学習センターのⅰ-ｙｏｕｔｈに置いて、週２日「居場所支援」「相談・学び支援」

事業を実施する（事業に必要な経費はＬＦＡが負担）。 

 大原生涯学習センターⅰ-ｙｏｕｔｈの利用者は、ＬＦＡの得意とする支援事業との親和

性が高いと思われることから当該団体を連携先とした。 

 

４ 今後の予定 

 ８月：プレ実施・近隣学校への周知  

 ９月：事業内容の調整・協定書の取り交わし 

１０月：連携事業開始  
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